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　青年部の久々の行事・いたばしプロレス
（以下「いたプロ」）交流会が令和3年12月10
日に板橋区立文化会館にて開催されました。
　いたプロは大会のポスターが区内のいろ
いろなところに貼られているので、皆様も存
在はご存知かもしれません。
　今回は、そのいたプロ代表のはやて選手と
まるこ選手を講師にお招きし、実際のプロレ
スの試合映像も交えて、お話をお伺いしまし
た。
　プロレスのお話や試合の映像はもちろん、プロレス
ラーになられたきっかけやいたプロ旗揚げの経緯も
興味深かったです。特に、板橋区に恩返しをしたい、板
橋区を盛り上げたいと仰っていたのが印象的でした。
　場所を移した懇親会にも、はやて選手とまるこ選手
がご参加され、マニアックなお話も披露して頂き、とて
も楽しく過ごすことが出来ました。
　ハッピーロードマン等ご当地レスラーもたくさん所
属しているいたプロ。コロナが落ち着けばまた区内各地で開催されるかと思いますので、お近く
でお見掛けされたら、ご覧になられるのも良いかもしれません。
　お忙しい中、貴重なお話をお聞かせ頂いたはやて選手・まるこ選手、企画頂いた青年部の皆様、
ご参加頂いた先生方、本当にありがとうございました。

いたばしプロレス交流会 開催
(青年部行事) 岡東　聡（３班）
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